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研究開発の意義： 

 近年盛んになってきた「気球ビジネス」，気候，宇宙利用に加えて，最近では，「気球で宇宙

旅行」や「宇宙で干物」などのエンタメ的利用も増加している。それらに用いられる気球は，ほ

ぼすべてが，プラスチック由来であり，使用後，それらは環境中，特に海洋に投棄され，最近大問

題の海洋プラスチックごみとなる。 

本事業では，この大いなるプラスチックごみの低減のために，府内和紙（黒谷和紙，丹後和紙，

世屋和紙）を基材とし，天然由来の糊（こんにゃく糊，海藻由来の糊，さらにはセルロースナノファイ

バー）を用い，さらには，柿渋を利用することによってすべて天然由来の素材を用い，さらに，最新

の印刷技術および紙折り技術など京都名産品をオール京都で利用して，「自然に返る」気球の

創出を目指す。 

【参加オール京都】 

⚫ 和紙製造：黒谷和紙，丹後和紙（田中氏），世屋和紙（大江氏） 

⚫ 糊製造等：村山化学(株)（村山氏），田中一染料薬品商店（田中氏）， 

        第一工業製薬（研究カンパニー部） 

⚫ 印刷・紙折り等：大平印刷(株)（玉岡氏），タマヤ(株)（熊内氏） 

⚫ 協力：府立洛北高等学校， 

＜事業概要＞ 

最近，宇宙開発が盛んとなる中，上空 1〜3万メートル程度の空域でのアクティビティが急

増している。この空域，宇宙としては中途半端な高度だが，さらに高度の高い宇宙に展開し

ている「衛星」と地上との様々な仲介の役割は宇宙開発において極めて重要である。また一

方，この空域環境を利用した“観光や料理”といったエンタメ的コンテンツも増加している。 

この空域には「気球」が適している。最近，米国上空で撃墜された中国の情報収集気球の

ように，ゆっくりとした気球の動きが様々な利点をうみだしている。この気球，ほぼ全てが

合成高分子製であり，役目を終えると地上に落下し，多くの場合，そのまま環境中に投棄さ

れゴミとなる。 

本課題は，先人の天然素材に関する知見や技術，天然素材の性質に学び直し，様々な天然

の糊の開発と和紙改良で，これら気球を製作することを目標とする。これにより，自然に返

る天然素材機能気球を生み出すことを最終目標とする。 

 本年度は，特に和紙の気密性向上のための試みとして，様々な和紙に「こんにゃく糊」を

塗布し，さらに，補強剤として，セルロースナノファイバーを加えることによる効果を中心

として考察を行った。 



以下，実験成果を示す。（これらの成果は本事業の支援の下，協力者である洛北高校におい

て行われた実験成果であり，すでに公表されている。） 

 

 

 


